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岩
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な
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ほ
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財
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連
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た
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に

主
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景
観
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全
型
ほ
場
整
備
に
か
か
る
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業
費
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国
県
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で
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全
額
負
担
な
ど
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り
込
ん
だ

要
望
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手
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ま
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た
。

歴
史
的
価
値
や
地
域
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実
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を
よ
く
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解

し
て
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た
増
田
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事
か
ら
は
、
県
の

財
政
事
情
が
厳
し
い
こ
と
に
触
れ
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が
ら

も
、
本
寺
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区
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取
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組
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と
、

で
き
る
だ
け
の
支
援
を
検
討
し
た
い
と
の
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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１０月２３日（土）滝沢村の

産業文化センター「アピオ」で

開催された、いわて”めぐみ”

フェアに本寺地区のＰＲのため

地域営農部会が中心となり参加

してきました。

県内外の産地の宣伝や、名産物が一同に会した

イベントに初めての参加で不安いっぱいでしたが、

世界遺産登録を目指す｢骨寺村荘園遺跡｣は来場者

の関心が非常に高く、また試食に出した｢荘園米｣

も大好評で、今後の地域の特産品づくりに向け、
好感触を得ることができました。 (地域営農部会)

説明にも熱が入ります

｢荘園米｣は引き合い多数

中世の骨寺村荘園遺跡から、平泉に向かう古道を

一緒に歩いて見ませんか。

日 時 平成１６年１１月１４日（日）

午前９時～１２時頃まで

集合場所 駒形根神社入り口付近

参加方法 直接現地に集合（服装、長靴等各自準備）

担当 地域おこし部会


